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◆
平
成
23
年
度
東
秩
父
村
一
般
会
計

ほ
か
、
国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
、

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
管
理
事
業
、

後
期
高
齢
者
医
療
、
簡
易
水
道
事
業
、

村
営
バ
ス
事
業
の
６
つ
の
特
別
会
計

の
歳
入
歳
出
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し

た
。

◆
平
成
24
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
国

民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
、
簡
易
水

道
、
村
営
バ
ス
事
業
の
各
特
別
会
計

の
補
正
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
で
は
、
歳
入
に
お
い
て

普
通
交
付
税
の
交
付
額
と
平
成
23
年

度
か
ら
の
繰
越
金
額
が
確
定
し
た
こ

と
、
ま
た
歳
出
に
お
い
て
は
、
村
道

２
‐
４
号
線
道
路
新
設
改
良
工
事
や

建
設
残
土
置
き
場
の
土
地
購
入
費
な

ど
を
盛
り
込
み
、
１
億
９
３
２
３
万

８
千
円
を
増
額
し
ま
し
た
。

　

各
特
別
会
計
も
主
に
平
成
23
年
度

か
ら
の
繰
越
金
が
確
定
し
た
た
め
の

補
正
措
置
で
、
国
保
で
３
９
３
５
万

　

９
月
26
日
・
27
日
の
２
日
間
、
９
月
村
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議
会
で
は
、
平
成
23
年
度　

一
般
会
計
を
は
じ
め
、
６
つ
の
特
別
会
計
の
決
算
認
定
を
含
む
14
議
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
の
議
案
も

原
案
ど
お
り
認
定
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
村
議
会
定
例
会

　
　

決
算
認
定
な
ど
14
議
案
を
審
議
・
可
決

決
算
認
定

補
正
予
算

円
、
介
護
で
３
１
９
万
５
千
円
、
簡

易
水
道
で
４
７
１
万
８
千
円
、
村
営

バ
ス
で
１
１
１
万
６
千
円
を
増
額
し

ま
し
た
。

◆
村
長
の
給
料
の
額
の
特
例
に
関
す

る
条
例
に
つ
い
て

（
内
容
）
村
長
の
給
料
を
現
村
長
が

在
職
し
て
い
る
間
、
１
０
０
分
の
30

に
相
当
す
る
額
を
減
額
す
る
も
の
で
す
。

◆
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休

暇
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

（
内
容
）
人
事
院
規
則
の
一
部
が
改

正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

条
例
改
正
等

一
般
質
問

質
問　

新
村
長
抱
負
に
つ
い
て

（
内
容
）
新
聞
報
道
で
、「
空
席
だ
っ

た
副
村
長
席
を
復
活
さ
せ
る
意
向
」

と
書
か
れ
て
い
た
が
、
そ
の
根
底
に

あ
る
理
由
、
真
意
は
何
か
。

答
弁　

前
若
林
村
長
は
、
役
場
職
員

か
ら
助
役
、
副
村
長
と
し
て
長
く
行

政
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
た
た
め
、

ご
自
分
の
判
断
で
任
期
中
は
副
村
長

を
置
か
な
か
っ
た
わ
け
で
す
が
、
役

場
の
仕
事
内
容
を
手
に
取
る
よ
う
に

熟
知
し
、
高
い
見
識
と
知
識
を
お
持

ち
だ
っ
た
か
ら
だ
と
理
解
し
て
い
ま

す
。
私
は
、
議
員
と
し
て
は
長
く
行

政
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
役
場

の
仕
事
に
つ
い
て
は
ま
だ
ま
だ
解
ら

な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
。

　

な
お
、
地
方
自
治
法
の
規
定
で
は
、

「
市
町
村
に
副
市
町
村
長
を
置
く
。

た
だ
し
、
条
例
で
置
か
な
い
こ
と
が

で
き
る
。
」
と
あ
り
、
村
の
副
村
長

の
定
数
を
定
め
る
条
例
で
、
「
副
村

長
の
定
数
は
１
名
と
す
る
。
」
と
あ

り
ま
す
。
今
後
、
公
平
・
公
正
な
行

政
運
営
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、

私
の
右
腕
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
く

れ
る
信
頼
の
お
け
る
副
村
長
を
ぜ
ひ

置
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

質
問　

城
山
保
育
園
児
に
パ
ソ
コ
ン

教
育
を

（
内
容
）
就
学
前
に
パ
ソ
コ
ン
の
基

礎
を
学
ん
で
い
れ
ば
、
小
学
校
に
上

が
っ
た
時
点
で
パ
ソ
コ
ン
に
慣
れ
親

し
む
こ
と
が
で
き
、
好
奇
心
旺
盛
な

教
育
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁　

現
代
社
会
は
パ
ソ
コ
ン
等
出

来
て
当
た
り
前
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、

生
活
機
器
の
一
部
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
教
育
は
小
学
校
か
ら
取

り
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
基
礎
は
幼
児

期
か
ら
の
慣
れ
親
し
み
が
大
事
と
共

感
し
ま
す
。
幼
児
向
け
の
教
育
ソ
フ

ト
も
あ
り
ま
す
の
で
、
遊
び
か
ら
興

味
を
持
た
せ
ら
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

財
政
的
な
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、
子

ど
も
た
ち
の
状
況
や
保
護
者
会
の
意

見
等
を
伺
い
な
が
ら
、
設
置
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

質
問　

い
じ
め
問
題
に
つ
い
て

（
内
容
）
滋
賀
県
大
津
市
の
い
じ
め

の
問
題
は
、
全
国
の
学
校
に
覚
醒
の

警
鐘
と
な
る
事
件
で
あ
り
ま
し
た
。

万
が
一
東
秩
父
村
で
こ
の
よ
う
な
事

件
が
起
き
た
場
合
、
ど
う
対
処
し
、

ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
問
題

解
決
す
る
の
か
。

答
弁　

毎
月
開
催
し
て
い
る
校
長
会

で
情
報
交
換
し
、
課
題
へ
の
対
応
を

話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
育

委
員
会
で
も
同
様
の
課
題
に
つ
い
て

話
し
合
っ
た
結
果
、
ま
ず
は
小
さ
な

ケ
ー
ス
の
段
階
で
手
を
打
つ
こ
と
が

重
要
と
い
う
結
論
に
達
し
、
い
じ
め

の
総
点
検
と
指
導
の
徹
底
、
教
育
相

談
活
動
の
充
実
、
家
庭
や
関
係
機
関

と
の
連
携
を
密
に
す
る
、
人
権
教
育

の
趣
旨
の
徹
底
を
各
学
校
に
周
知
し

ま
し
た
。
教
職
員
が
連
絡
を
取
り
合

っ
て
、
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
し
、
得
ら

れ
た
情
報
は
交
換
し
合
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
い
つ
も
目
に
見
え
な
い
課
題

が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
を
、
関
係

者
全
員
が
意
識
す
る
こ
と
が
大
切
と

思
っ
て
い
ま
す
。
次
に
発
生
し
た
場

合
の
プ
ロ
セ
ス
で
す
が
、
ど
の
よ
う

な
課
題
で
あ
っ
て
も
、
関
係
者
が
全

容
の
把
握
に
努
め
、
教
育
委
員
会
と

し
て
は
現
場
を
良
く
認
知
し
、
関
係

者
の
話
し
合
い
の
上
に
問
題
の
解
決

策
を
見
出
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

必
要
が
あ
れ
ば
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
、
児
童
相
談
所
、
警
察
と
の
連

携
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

福
島 

重
次
議
員

質
問　

新
村
長
の
就
任
に
あ
た
り
、

今
後
の
村
政
運
営
に
つ
い
て

（
内
容
）
選
挙
戦
で
訴
え
た
「
８
つ

の
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
、
具
体
的

に
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
の
か
。

　

「
村
長
の
給
料
30
％
カ
ッ
ト
」
に

つ
い
て

答
弁　

今
定
例
会
で
条
例
案
を
提
出

し
て
い
ま
す
。

　

「
子
育
て
し
や
す
い
村
づ
く
り
」

に
つ
い
て

答
弁　

保
育
園
で
の
１
歳
児
の
受
入

れ
、
保
育
園
や
小
中
学
生
の
給
食
費



村長・村議会議長交際費公開
 今月は平成24年７月から９月に支出された交際費です

村長交際費 （単位：円）

村議会議長交際費     （単位：円）

の
助
成
、
高
校
生
へ
の
バ
ス
通
学
費

の
助
成
、
高
校
３
年
生
ま
で
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の
助
成

な
ど
で
す
。

　

「
若
者
の
定
住
促
進
」
に
つ
い
て

答
弁　

住
宅
建
設
資
金
の
利
子
補
給

金
制
度
や
住
宅
建
設
奨
励
金
制
度
を

検
討
し
て
い
ま
す
。ま
た
、村
営
住
宅

建
設
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

「
廃
校
施
設
の
有
効
利
用
」
に
つ

い
て

答
弁　

来
年
統
合
さ
れ
る
西
小
学
校

校
舎
の
有
効
利
用
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
提

案
を
い
た
だ
き
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

「
お
年
寄
り
に
や
さ
し
い
村
づ
く

り
」
に
つ
い
て

答
弁　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯

へ
一
声
運
動
な
ど
を
提
案
し
、
社
会

福
祉
協
議
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
買
い
物

・
通
院
な
ど
、
今
後
も
交
通
弱
者
の

移
動
手
段
を
確
保
し
て
い
き
ま
す
。

　

「
医
療
の
充
実
」
に
つ
い
て

答
弁　

高
校
３
年
生
ま
で
の
子
宮
け

い
が
ん
の
予
防
接
種
費
用
の
補
助
を

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
医
療
機
関

と
連
携
を
図
り
、
医
師
の
確
保
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

「
防
災
に
強
い
村
づ
く
り
」
に
つ

い
て

答
弁　

災
害
対
策
本
部
と
な
る
役
場

の
体
制
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
防
災

組
織
、
学
校
、
企
業
、
さ
ら
に
は
消

防
団
が
抱
え
て
い
る
多
く
の
課
題
は
、

今
後
慎
重
に
議
論
し
て
い
か
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
豊
富
な
経
験
を
お

持
ち
の
議
員
の
見
識
を
お
借
り
し
、

人
材
、
物
資
両
面
で
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
な
お
、
平
成
27
年
３
月
で

サ
ー
ビ
ス
終
了
と
な
る
既
設
の
オ
フ

ト
ー
ク
通
信
シ
ス
テ
ム
に
代
わ
る
、

携
帯
電
波
を
利
用
し
た
新
た
な
防
災

情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
を
検
討
中
で
す
。

　

「
ゴ
ル
フ
場
跡
地
の
活
用
」
に
つ

い
て

答
弁　

安
戸
地
内
の
和
紙
の
里
ゴ
ル

フ
場
跡
地
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
大

内
沢
か
ら
坂
本
地
内
の
小
川
石
産
採

石
場
跡
地
と
共
に
、
い
く
つ
か
の
課

題
が
あ
り
ま
す
が
、
今
後
は
積
極
的

に
こ
れ
ら
の
問
題
に
取
り
組
み
、
一

日
で
も
早
く
土
地
活
用
が
図
れ
る
よ

う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

（
内
容
）
新
執
行
部
体
制
の
確
立
と

人
事
の
一
新
に
つ
い
て

答
弁　

良
い
風
が
少
し
ず
つ
起
こ
れ

ば
、
波
は
立
た
な
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
徐
々
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
内
容
）
村
民
の
声
を
直
接
反
映
さ

せ
る
方
策
に
つ
い
て

答
弁　

東
秩
父
村
の
よ
う
な
小
さ
な

自
治
体
に
お
い
て
、
住
民
が
や
り
た

い
と
思
え
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
、
で

き
る
だ
け
自
由
に
行
え
る
よ
う
に
す

る
こ
と
が
、
地
方
自
治
の
基
盤
で
あ

り
ま
す
。
暮
ら
し
に
最
も
近
い
村
の

行
政
が
、
住
民
か
ら
遠
い
存
在
に
な

っ
て
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
住
民

の
声
を
聴
き
、
ご
意
見
・
ご
提
案
を

く
み
取
り
な
が
ら
、
政
策
に
反
映
し

て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問　

「
い
じ
め
」
問
題
に
つ
い
て

（
内
容
）
過
去
３
年
間
の
「
い
じ
め
」

に
対
す
る
調
査
に
つ
い
て

答
弁　

い
ろ
い
ろ
な
形
で
の
調
査
が

あ
り
ま
す
が
、
「
恒
常
的
で
長
く
続

い
て
い
る
い
じ
め
」
に
つ
い
て
は
、

過
去
３
年
間
ど
の
学
校
も
把
握
し
た

も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
内
容
）
「
い
じ
め
」
発
生
の
報
告

を
受
け
た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て

答
弁　

今
ま
で
数
件
の
報
告
を
受
け

た
も
の
が
あ
り
ま
し
た
が
、
報
告
を

受
け
る
と
同
時
に
、
全
体
像
の
把
握

の
た
め
、
関
係
者
の
話
し
合
い
を
で

き
る
だ
け
迅
速
に
開
き
ま
す
。
幸
い

に
、
学
校
と
保
護
者
、
関
係
者
の
話

し
合
い
の
段
階
で
解
決
が
出
来
て
い

ま
す
。

（
内
容
）
「
い
じ
め
」
を
未
然
に
防

ぐ
方
策
に
つ
い
て

答
弁　

ア
ン
ケ
ー
ト
や
面
談
、
日
常

生
活
の
把
握
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
、

色
々
な
注
意
喚
起
を
行
う
と
と
も
に
、

学
校
の
雰
囲
気
を
肌
身
で
知
る
た
め

に
、
月
に
数
回
は
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校

に
出
向
い
て
い
ま
す
。
大
切
な
こ
と

は
、
仲
良
く
助
け
合
え
る
よ
う
な
人

間
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
が
大
前
提

で
あ
る
と
、
肝
に
銘
じ
て
い
ま
す
。

渡
邉　

均
議
員

質
問　

東
秩
父
分
署
の
建
て
替
え
に

つ
い
て

（
内
容
）
比
企
広
域
市
町
村
圏
組
合

に
お
い
て
、
東
秩
父
分
署
の
建
て
替

え
に
つ
い
て
は
、
第
７
次
消
防
力
整

備
計
画
と
し
て
、
本
年
４
月
よ
り
策

定
委
員
会
の
中
で
議
題
と
し
て
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
正
式
に
決

定
さ
れ
た
場
合
に
、
新
村
長
と
し
て

ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ
て
い
く
の
か
。

答
弁　

東
秩
父
分
署
は
、
昭
和
49
年

５
月
に
建
て
ら
れ
、
す
で
に
38
年
４

ヶ
月
が
経
過
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

建
て
替
え
等
の
必
要
性
は
十
分
承
知

し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
住
民
が
安

心
し
て
生
活
が
営
め
る
よ
う
、
村
お

よ
び
議
会
が
両
輪
と
な
っ
て
強
力
に

推
進
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。
な
お
、
東
秩
父
分
署
の
建
て
替

え
は
、
平
成
29
・
30
年
度
の
計
画
と

し
て
、
策
定
委
員
会
に
お
い
て
協
議

検
討
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、

計
画
案
が
明
ら
か
に
な
る
の
は
10
月

以
降
と
の
こ
と
で
す
。
計
画
が
正
式

決
定
さ
れ
た
場
合
は
、
消
防
本
部
等

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
建
設
地
の
検

討
を
行
い
、
当
村
に
お
い
て
用
地
を

確
保
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

建
て
替
え
用
地
の
確
保
が
今
後
の
課

題
と
考
え
て
い
ま
す
。

 月　  日

７月５日

７月６日

７月11日

７月28日

８月１日

８月23日

８月28日

８月28日

９月14日

　　　　件　　　  　　名

秩父町村議員クラブ総会・懇親会会費

埼玉県北西部管内自治体連絡協議会総会・懇親会会費

秩父道議連・水森議連総会・交流会会費

第38回比企生花組合花き共進会副賞代

埼玉県森林組合連合会会長就任祝賀会会費

あきやま苑納涼祭祝金

農業委員会委員　妻・葬儀　花環代

農業委員会委員　妻・葬儀　香典

埼玉県町村会町村長研修会意見交換会会費

　　合　　　　　　計

金    額

5,000

10,000

3,000

10,000

5,000

5,000

8,000

5,000

7,000

58,000

 月　  日

８月14日

８月15日

　　　　件　　　　　　名

皆野町秩父音頭まつり祝金

長瀞船玉まつり祝金

　　合　　　　　　計

金　額

5,000

5,000

10,000



　１００歳を迎えられ
た坂本地区の野口クラ
さんに、ご長寿のお祝
いと、多年にわたり社
会の発展に寄与してこ
られたことに感謝の意
をこめて、内閣総理大
臣から祝状と記念品が
贈られました。
　９月１９日に足立村
長から伝達され、東秩
父村社会福祉協議会から記念品が贈呈されました。
　野口さんのご家族は、「今は入院していますが、元気だっ
た頃は無人販売へ野菜を出したりしていました。自宅で家族
そろって１００歳のお祝いを出来なかったことは残念ですが、
これからも温かく見守っていきたいと思います。」と話して
おられました。
　野口さん、おめでとうございます。

野口クラさん
１００歳を迎えられました

　９月１４日、埼玉会館

において、優良運転者関

東管区局長連名表彰式が

行われ、　　　　さん

（大内沢）が優良運転者

関東管区局長連名表彰を

受賞されました。山田さ

んは、３２年もの長きに

わたって小川地方交通安

全協会東秩父支部役員と

して交通安全活動に積極的に携わり、交通事故

防止などに貢献されたことが認められ、今回の

受賞となりました。また、関根正明さん（御堂）

が交通栄誉賞「緑十字銅章」、若林由規さん

（御堂）が警察本部長・県交通安全協会会長連

名表彰を受賞されました。

　

９
月
30
日
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
「
健
康
づ
く
り
講
演
会
」
が
開

催
さ
れ
、
村
内
外
か
ら
約
50
名
の
方

が
参
加
し
ま
し
た
。
講
師
に
小
川
町

の
小
林
内
科
医
院
院
長
・
小
林
竜
也

先
生
（
腎
臓
専
門
医
）
を
お
迎
え
し
、

「
知
ら
な
い
う
ち
に
い
た
む
腎
臓
〜

慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
に
つ
い
て

〜
」
と
い
う
演
題
で
講
演
し
て
い
た

だ
き
、
講
演
の
後
に
は
活
発
な
質
疑

応
答
も
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
講
演
の

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
腎
臓
の
働
き
に
つ
い
て
】

　

腎
臓
は
非
常
に
精
密
に
で
き
て
い

る
。
尿
生
成
、
老
廃
物
排
出
、
造
血
、

骨
の
代
謝
を
つ
か
さ
ど
る
臓
器
で
あ

り
、
ホ
ル
モ
ン
な
ど
を
出
し
て
各
臓

器
に
指
示
を
出
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、

腎
臓
が
悪
く
な
る
と
貧
血
が
進
行
し

た
り
、
骨
が
も
ろ
く
な
る
。
健
診
で

異
常
値
が
出
て
も
、
性
別
・
体
の
大

き
さ
・
過
去
の
既
往
・
経
過
に
よ
っ

て
放
置
し
て
よ
い
か
治
療
が
必
要
か

ど
う
か
の
判
断
が
分
か
れ
る
。
た
ん

ぱ
く
尿
、
血
尿
な
ど
の
尿
の
異
常
は
、

程
度
に
よ
り
疑
う
疾
患
が
異
な
る
。

80
歳
に
な
る
と
腎
臓
の
機
能
は
20
歳

の
時
の
約
半
分
程
度
に
な
り
、
加
齢

で
各
臓
器
の
機
能
も
低
下
す
る
。

『
健
康
づ
く
り
講
演
会
』を
開
催
し
ま
し
た

【
腎
臓
を
い
た
め
る
原
因
に
つ
い
て
】

　

腎
臓
に
負
荷
を
か
け
る
も
の
と
し

て
は
、
高
血
圧
・
糖
尿
病
・
高
脂
血

症
・
肥
満
・
膠
原
病
・
尿
管
結
石
・

感
冒
薬
・
鎮
痛
剤
・
喫
煙
な
ど
が
あ

る
。
腎
臓
が
悪
く
な
る
要
因
は
、
メ

ジ
ャ
ー
な
疾
患
で
あ
る
脳
梗
塞
、
脳

出
血
、
心
筋
梗
塞
、
狭
心
症
と
同
じ

で
は
な
い
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
５

〜
６
年
前
か
ら
慢
性
腎
臓
病
が
注
目

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
腎
臓
が
悪

く
な
る
と
心
臓
や
脳
の
病
気
を
誘
発
、

ま
た
は
悪
化
す
る
。
よ
っ
て
、
腎
臓

の
病
気
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
れ
ば
、

心
臓
や
脳
の
疾
患
も
予
防
、
軽
減
で

き
る
。
ど
ん
な
病
気
も
過
食
か
ら
誘

発
さ
れ
る
と
言
え
る
。
腎
臓
疾
患
に

対
し
て
も
、
薬
よ
り
も
ま
ず
は
食
事

内
容
の
見
直
し
が
有
効
で
あ
る
。
長

期
の
暴
飲
暴
食
、
ド
カ
食
い
は
腎
臓

に
負
担
が
大
き
く
、
た
ん
ぱ
く
尿
を

誘
発
す
る
。
ま
た
、
心
臓
・
腎
臓
・

肝
臓
は
関
連
性
が
あ
り
、
腎
不
全
に

よ
り
多
臓
器
不
全
を
発
症
す
る
こ
と

も
多
い
。
特
に
糖
尿
病
は
全
身
の
血

管
を
傷
め
る
の
で
、
糖
尿
病
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
は
腎
臓
疾
患
を

含
め
た
他
の
疾
患
の
発
症
予
防
に
有

用
で
あ
る
。

【
最
後
に
】

　

埼
玉
県
は
人
口
当
た
り
の
医
師
が

少
な
く
、
腎
臓
専
門
医
と
な
る
と
さ

ら
に
少
な
い
。
現
状
を
ふ
ま
え
、
こ

の
地
域
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。
疑
問
や
質
問
が
あ

れ
ば
ご
相
談
い
た
だ
き
た
い
。

こどもへのインフルエンザ
　　　予防接種を補助します
　村では、１１月（１０月に接種したものを

含む。）から平成２４年１０月１日現在にお

いて、生後６か月以上義務教育修了までの方

を対象としたインフルエンザ予防接種の補助

を行います。こどものインフルエンザ感染予

防と保護者の経済的負担軽減を目的としてい

ます。１回の接種につき、３,０００円を同一

年度内に２回まで補助します（ただし１回あ

たりの接種金額が３,０００円未満の場合はそ

の額とします）。

　接種後、村の補助金交付申請書に領収書

（インフルエンザ予防接種の名称・接種日・

接種者名が必ず記載された領収書）を添付して、

住民福祉課または保健センターに提出してく

ださい。対象者には申請書等を郵送済です。

問合せ　 住民福祉課 　８２－１２２１



 　高齢者の肺炎球菌ワクチン
　　  　予防接種費用を一部助成します

　肺炎球菌ワクチンは、肺炎の中でも最も多い原因となる「肺炎球菌」

によって起こる病気を防ぐワクチンです。

対 象 者　東秩父村に住所がある以下のすべてに該当する方

　　　　　・接種日に65歳以上の方

　　　　　・初めての接種あるいは接種から５年以上経過をした方

接種期間　平成25年3月31日まで

助成金額　4,000円を限度（接種金額が4,000円未満の場合はその額） 

　　　　　※生活保護受給者は全額助成

接種方法　医療機関に予約のうえ、直接受診してください。

申請方法　領収書と接種済証あるいは肺炎球菌ワクチン予防接種をし

　　　　　たことがわかるものを助成金交付申請書に添付して、保健

　　　　　衛生課または保健センターに提出してください（対象者に

　　　　　は直接、申請書等を送付済です）。

問 合 せ　保健センター 　８２－１５５７

「税を考える週間」11月11日（日）～17日（土）
　平成２４年度は、「税の役割と税務署の仕事」をテーマに、税の役

割、適正・公平な課税と徴収の実現に向けた国税庁、国税局および税

務署の取組や国税庁のICT化・国際化に対する諸施策を紹介します。

また、｢e-Taxの利用促進」に向けた情報を提供します。

 ICT化を通じた納税環境の整備  e-Taxや確定申告書等作成コーナーの

改善のほか、国税庁ホームページにより、納税者が適正に申告・納税

が行えるよう納税の意義や税法の知識、手続等について様々な情報提

供を行っています。

  国税庁への要望等をお寄せください  国税庁ホームページ「税の役割

と税務署の仕事」紹介コンテンツに、広く国民の皆さまから「国税庁　

に対する要望」等をお聴きするためのアンケート窓口を開設します。

○ 税に関する情報は国税庁ホームページへ www.nta.go.jp

○ e-Taxに関する情報はe-Taxホームページへ　www.e-tax.nta.go.jp

○ e-Taxの操作に関するお問合せはe-Tax作成コーナーヘルプデスクヘ

　０５７０ー０１５９０１

高齢者インフルエンザ
　  予防接種のお知らせ
対 象 者　東秩父村に住所がある以下のすべてに

　　　　　該当する方

　・接種日に65歳以上の方

　・60歳以上65歳未満の方で心臓・腎臓・呼吸器

　　の障がいのある方（身体障害者手帳１級程度）

接種期間　平成24年10月20日から平成24年12月

　　　　　25日

接種料金　自己負担1,000円（公費負担3,600円）

　　　　　(生活保護受給者は無料)

接種方法　医療機関に予約のうえ、直接受診して

　　　　　ください。

問 合 せ　保健センター    ８２－１５５７

    ストップ！ 滞 納
11月から１月は滞納整理強化期間です
　村税は、私たちが安心して暮らしていくための　

貴重な財源であり、決められた期限（納期限）ま

でに自主的に納めていただくものです。多くの方

が期限までに納付されていますが、残念ながら一

部の方は滞納している状況にあります。税負担の

公平性および税収入を確保するため、東秩父村を

はじめ県内６２市町と埼玉県では、「滞納整理強

化期間」を設定し、「ストップ！滞納」を合言葉

に徴収対策を進めています。

　本村では、滞納者に対する差押えの強化など滞

納の解消に向けた取組を行ってまいります。納期

内納税にご協力をお願いいたします。

問合せ　税務課 　８２－１２２４

分 譲 区 画　土地面積 ２８３.６３　（約８５.８坪）  分譲価格 ６,３３６,０００円

申 込 資 格　１ 自ら居住するための住宅を必要とする者で、同居の親族（婚約者を含む）があること。

　　　　　　２ 自己および配偶者が宅地を所有していない者

　　　　　　３ 東秩父村に永住しようとする者。ただし、村外居住者は５０歳以下（昭和３８年４月１日以降に生まれた方）の者

　　　　　　４ 東秩父村に事務所、事業所等を有する法人（平成２４年４月１日現在）で、社員の住宅を建設するために宅地を必要とし

　　　　　　　 ている法人

　　　　　　５ 分譲代金の支払いができる者で、当該宅地に契約の日から３年以内に住宅を建設し、住所移転できる者

申 込 方 法　所定の申込書に必要事項を記入のうえ、下記により提出してください。募集案内は１１月１日より産業建設課で配布します。

１ 申込期間および申込場所  ●１１月１日（木）～１６日（金）午前９時～午後３時  ●場所 産業建設課（郵送不可）

２ 申込に必要な書類等  ・分譲申込書 ・印鑑 ・世帯全員の住民票の写し（３ヶ月以内に交付されたもの）

　 ・資金調達証明書等・所得証明書（過去３ヶ年分）・納税証明書（過去３ヶ年分）・婚約中の方は仲人の証明が必要です。

３ 申込み時の注意 ・申込者が登記名義人となります。（共有希望の場合は主たる申込者を申込欄に記入し、共有者氏名欄に共有者を記入）

代金の支払方法　村発行の納入通知書により指定金融機関に納入してください。期限までに納入しない方は譲り受けの資格を失います。

　 第１回支払金額 ２００万円  ●支払期限 平成２４年１２月７日（金）まで  ●残金 平成２５年２月８日（金）まで

　　　　　　　　　　　　　　 ●その他 所有権移転登記に伴う登録免許税     ●指定金融機関 埼玉りそな銀行 小川支店

契 約　日時　平成24年12月14日（金）午前９時～午後３時  場所 産業建設課 ※必要書類は申込時にご連絡します。

土地の登記　所有権移転登記は、建物建築後、村で行います。所有権移転登記名義人は申込者以外の方はできません。夫婦等共有希望の

　　　　　　 場合は連名申込となり、共有は３人までです。登記および契約書作成にかかる費用は、譲受人負担となります。

＊建築する住宅は一住宅一戸とし、規模は敷地面積の２２％以上６０％以下としてください。＊申込受付が終了しても申込がない場合は

　随時申込を受付し、審査のうえ決定いたします。詳しくはお問合せください。問合せ　産業建設課 　８２ー１２２２

  町南団地分譲の募集を行います



　

10
月
７
日
、
ふ
れ
あ
い
広
場
に
お
い
て
第
50
回
東
秩
父
村
民
体
育
祭
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

皆
谷
地
区
の
飯
野
涼
太
さ
ん
の
選
手
宣
誓
で
競
技
が
始
ま
り
、
大
字
対
抗
種
目
の
百
足
競
走
や
ボ

ー
ル
送
り
リ
レ
ー
を
は
じ
め
、
新
し
い
種
目
の
聖
火
リ
レ
ー
も
加
わ
り
、
各
種
目
で
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
字
対
抗
で
は
、
安
戸
地
区
が
綱
引
き
を
制
し
、
安
定
し
た
成
績
で
２
年
連
続
総
合
優
勝
の
栄
冠

に
輝
き
ま
し
た
。
ま
た
、
東
秩
父
村
体
育
協
会
体
育
賞
表
彰
規
程
に
基
づ
く
表
彰
が
行
わ
れ
、
功
労

賞
２
名
、
優
秀
選
手
賞
14
名
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
自
分
の
力
を
存
分
に
発
揮
し
、
ま
た
地
域
や
家
族
の
交
流
も
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

! !

▲迫力ある大玉ころがしリレー

飯
野
涼
太
さ
ん（
皆
谷
）の
選
手
宣
誓

▲

▲意外に難しい？！聖火リレー▲練習の成果を発揮！ボール送りリレー

 東秩父村体育賞受賞者
　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

●功労賞
　中嶋 しげみ（大内沢） 栗島 信一（御堂）

●優秀選手賞
　第10回全国ヤングクラブ男女優勝大会
　埼玉県予選会優勝
　橋本　彩花（白石）飯野　真央（皆谷）
　倉林佐莉圭（坂本）

　埼玉県教育委員会主催平成23年度「なわ
　とびにチャレンジ」（長縄8の字回旋跳び）

　小学1年生の部1位
　上杉　颯希（御堂）　江原　歩希（奥沢）
　大澤　　椋（奥沢）　清水　寿希（奥沢）
　関根　拓海（御堂）　根岸　優我（安戸）
　山崎　遙斗（奥沢）　小幡　実穂（安戸）
　小林　結香（安戸）　関根咲良奈（御堂）
　宮崎　愛果（安戸）

順　位　　大字名　　得　点

優　勝　　安　戸　　４４点

準優勝　　坂　本　　４０点

第３位　　皆　谷　　３９点

第50回記念抽選会当選番号
　当選番号は次のとおりです。なお、抽選券は９月号の広報と一緒に全

戸配布しています。当選された方には、当選目録を配布しますので１１

月末日までに当選券をご持参の上、教育委員会までお越しください。

19

28

37

43

63

68

88

92

94

103

136

140

212

218

227

283

359

364

372

407

442

453

483

492

501

525

577

579

586

588

598

601

617

681

699

740

757

774

807

828

866

904

916

968

1023

1042

1043

1050

1058

1073

息
が
ピ
ッ
タ
リ

▲

!!!

第50回 村民体育祭を開催

総　合　成　績

!!!



●空間放射線量
　埼玉県による空間放射線量測定が東小学
校校庭で行われました。

☆測定結果（９月測定分）
　　　　　　　【単位：マイクロシーベルト毎時】

　　測　定　日　　測定値（地表1ｍ）

　　９月　５日　　　  ０.０５５

　　９月２０日　　　  ０.０６４

　国の基準では、０.２３マイクロシーベル

ト毎時を超えた地域を汚染状況重点調査地

域として指定しています。東小学校で９月

２０日に測定された０.０６４マイクロシー

ベルト毎時は、０.２３マイクロシーベルト毎

時以下であることから基準値内といえます。

東秩父村における放射能に関するお知らせ
　東秩父村における大気・農産物・水道水・学校給食食材について、測定結果をお知らせします。

●農産物等

　検査機関：財団法人　日本冷凍食品検査協会
　　　　　　  一般財団法人　新日本検定協会　SK横浜分析センター

平成２４年４月１日以降検査　  【単位：ベクレル／キログラム】

（注）「〈○○」とは、検査機器で測定できる検出限界値未満であることを

　　示します。

品　　　  　目

　  ユ　ズ

　  ネ　ギ

  　ミカン

  採　取　日

  結果判明日
   ９月１８日
   ９月２０日
１０月   １日
１０月   ４日
１０月   １日
１０月　４日

放 射 性 物 質
セシウム
１３４

〈７.５

〈３.０

〈５.８

セシウム
１３７

〈７.８

〈２.５

〈５.２

セシウム
計

ー

ー

ー

１００基 準 値（一般食品）

　東秩父村の水道水は、放射性物質の検査の結果、下記のとおり国の指標を下回っています。現在のところ、
水道水の安全性に問題はありません。

検査機関 　日本環境調査研究所　
　　　　　　　  【単位：ベクレル／キログラム】

●水道水

◆ 原水　　採水日 ９月２０日   測定日 ９月２１日

※国の指標 放射性セシウム 飲料水：10ベクレル／キログラム（ｾｼｳﾑ134とｾｼｳﾑ137の合計値）
※検出限界未満とは、放射性物質が検査で検出可能な最少量未満です。

 施　設　名

（ 採水場所）

入山浄水場

 （表流水）

帯沢浄水場

 （表流水）

清正公山浄水場

 （表流水）

白石浄水場

 （表流水）

大宝浄水場

 （地下水）

放射性ヨウ素

  ヨウ素131

検出限界未満

検出限界未満

検出限界未満

検出限界未満

検出限界未満

放射性セシウム
セシウム134

検出限界未満

検出限界未満

検出限界未満

検出限界未満

検出限界未満

セシウム137

検出限界未満

検出限界未満

検出限界未満

検出限界未満

検出限界未満

◆ 浄水      採水日 ９月12日  測定日 ９月13日

施　設　名

（ 採水場所）

入山浄水場

（安戸児童公園）

帯沢浄水場

（帯沢消防車庫）

清正公山浄水場

（東秩父村役場）

萩平浄水場

（萩平ゲートボール場）

白石浄水場

（内手観光トイレ）

上ノ貝戸浄水場

（上ノ貝戸浄水場）

大宝浄水場

（大内沢消防車庫）

放射性ヨウ素

  ヨウ素131

検出限界未満

検出限界未満

検出限界未満

検出限界未満

検出限界未満

検出限界未満

検出限界未満

放射性セシウム
セシウム134

検出限界未満

検出限界未満

検出限界未満

検出限界未満

検出限界未満

検出限界未満

検出限界未満

セシウム137

検出限界未満

検出限界未満

検出限界未満

検出限界未満

検出限界未満

検出限界未満

検出限界未満

●学校給食食材
　　埼玉県による学校給食食材の放射性物質測定を熊谷市・江南行政センターで行いました。現在のところ、
　学校給食食材の安全性に問題ありません。

測定日 １０月５日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 【単位：ベクレル／キログラム】

品目

ヨ ウ 素131

セシウム137

セシウム134

放射性物質   じゃがいも

不検出＜1 2 . 2

不検出＜1 0 . 0

不検出＜1 1 . 3

   にんじん

不検出＜1 3 . 8

不検出＜1 1 . 3

不検出＜1 2 . 5

   玉  ね  ぎ

不検出＜1 1 . 3

不検出＜　9 . 5

不検出＜1 0 . 2

    キャベツ

不検出＜1 1 . 5

不検出＜　9 . 4

不検出＜1 0 . 4
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◎今後予定されているイベント

東
秩
父
俳
句
会

白
石
短
歌
会

み
ど
う
の
杜
俳
句
会

東秩父村和紙の里　 82－1468

・秋の絵画展
　１１月３日（土）～２５日（日）

　主　催　ギャラリー美輝

・埼玉県春蘭協会 秋の自慢会
　１１月１８日（日）

　主　催　埼玉県春蘭協会

　１０月２７日（土）から１１月９日（金）

まで、読書週間です。今年の標語は「ホント

ノキズナ」です。

　電子メディアの発達によって世界の情報伝達の

流れは、大きく変容しようとしていますが、その

使い手が人間である限り、人間性を育てかたちづ

くるのに、「本」が重要な役割を果たすことは変

わりありません。

　暮らしのスタイルに、新しい感覚での「本とのつきあい方」を取り入れ

ていきませんか。

～ 新刊図書のご案内 ～
・置かれた場所で咲きなさい　・子どもを追いつめる親のひと言
・「空腹」が人を健康にする
・人間失格？―「罪」を犯した少年と社会をつなぐ―
・なぜ、人は平気で「いじめ」をするのか？
・決定版 日本二百名山登山ガイド〈上・中・下〉
・決定版 日本いで湯百名山登山ガイド〈上・下〉
・ミツカン社員のお酢レシピ
・別冊ＮＨＫ今日の料理使える！広がる！塩麹＆レシピ
・首を整えると脳が体を治しだす
・森恵美子のアイデアリメイク　など
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保 

泉　

静 

乃 

ち
ゃ
ん

し

ず

の

生年月日　平成２２年１０月２５日

　　　　　　　　　　（大字坂本）

お父さん：耕　司 さん

お母さん：寿　恵 さん

　あーちゃん（姉）大好きなしず

のです。

　くいしん坊の私はお家でごはん

を食べた後、１人で隣のじいちゃ

ん家に行き、またごはんを食べち

ゃうんだ

　ママのように大きくならないよ

うに気をつけなくちゃね。

東秩父消防団特別点検

　東秩父消防団特別点検が行わ　

れます。

　日頃の訓練成果と消防技術の

向上、消防団相互の連携を深め

ることを目的として実施します。

当日は、部隊点検や分列行進な

どを実施します。消防団員の勇

姿をぜひご覧ください。

　日　時　１１月１８日（日）

　　　　　午前８時～

　場　所　安戸グランド

　　サイレン吹鳴のお知らせ

　特別点検当日の午前６時にサ

イレンを鳴らします。火災とお

間違えのないようご注意くださ

い。

問合せ

比企広域消防本部東秩父分署

　　　　   　　８２－１２１５

◆重点目標

（1）住宅防火対策の推進

（2）放火火災・連続放火火災防

        止対策の推進

（3）特定防火対象物における防

        火安全対策の徹底

（4）製品火災の発生防止に向け

        た取組の推進

◆防火ポスター展

日　時　11月9日（金）～15日（木） 

             開館時間内

場　所　小川町民会館1階ロビー

内　容　火災予防をテーマにした

            小学4年生の作品

◆防火ポスター表彰式

日　時　11月10日（土）

             午前9時30分～11時

場　所　小川町民会館1階ホール

秋の全国火災予防運動
１１月９日（金）～１５日（木）

消すまでは 出ない
       行かない 離れない

住宅防火 いのちを守る ７つのポイント

１ 寝タバコは、絶対やめる。

２ ストーブは、燃えやすいものから離れた位置

    で使用する。

３ ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず

    火を消す。

４ 逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を

    設置する。

５ 寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐ

    ために、防炎製品を使用する。

６ 火災を小さいうちに消すために、住宅用消火

    器等を設置する。

７ お年寄りや身体の不自由な人を守るために、

    隣近所の協力体制をつくる。

       問合せ　小川消防署指導係　72-3565

 

 

　

去
る
７
月
27
日
、
狭
山
市
民
会
館

と
狭
山
市
中
央
公
民
館
を
会
場
と
し

て
、
西
部
地
区
人
権
教
育
実
践
報
告

会
が
開
催
さ
れ
、
西
部
教
育
事
務
所

管
内
の
多
く
の
人
々
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

埼
玉
県
で
は
、
す
べ
て
の
県
民
が

お
互
い
の
人
格
や
個
性
を
尊
重
し
な

が
ら
共
に
生
き
る
社
会
を
実
現
す
る

た
め
、
人
権
教
育
実
践
報
告
会
を
実

施
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

私
は
「
高
齢
者
の
人
権
」
の
分
科

会
に
参
加
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、

日
高
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
の

方
と
ふ
じ
み
野
市
立
三
角
小
学
校
の

『
人
権
教
育
実
践
報
告
会
に
参
加
し
て
』 

先
生
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
日
高

市
教
育
委
員
会
で
は
、
思
い
や
り
の

あ
る
地
域
社
会
を
築
く
た
め
に
人
権

教
育
を
推
進
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

小
学
校
、
中
学
校
、
公
民
館
を
会
場

に
し
て
人
権
学
習
会
を
開
き
、
高
齢

者
や
若
い
人
た
ち
に
「
み
な
社
会
を

支
え
て
い
く
大
切
な
仲
間
で
あ
る
こ

と
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
社
会
参
加

す
る
必
要
性
を
認
識
し
て
い
た
だ
け

た
。
」
と
考
え
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。

　

ふ
じ
み
野
市
立
三
角
小
学
校
で
は
、

地
域
の
老
人
会
の
方
々
と
児
童
会
で
、

折
り
紙
、
こ
ま
廻
し
、
け
ん
玉
、
あ

や
と
り
、
お
手
玉
な
ど
の
遊
び
を
一

緒
に
楽
し
み
な
が
ら
交
流
を
し
、
学

校
フ
ァ
ー
ム
で
農
業
体
験
を
通
し
て
、

高
齢
者
の
方
々
の
豊
か
な
知
恵
と
経

験
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
先
人
を
敬

う
意
識
が
高
ま
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
豊
か
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で

す
。
お
年
寄
り
が
よ
り
生
き
が
い
を

感
じ
、
地
域
社
会
と
の
共
生
を
感
じ

た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
活
動
は
、
東
秩
父
村
の

小
学
校
、
中
学
校
の
人
権
教
育
の
中

に
も
生
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
し
た
。

　

社
会
教
育
委
員
長　

高
野　

吉
弘



産業建設課82ー1222・82ー1223・教育委員会82ー1230・保健センター82ー1557・地域包括支援センター82ー1116

11
月
は
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
３
期
の
納
期
で
す

どこかで買う「タバコ」なら、タバコは「地元」で買いましょう！

比企地区文化財めぐり参加者募集「板碑のふるさと 小川町を歩く」

と　　き　１１月１４日（水）小雨決行　

　　　　　集合：午前８時４５分 ふれあい広場（役場庁車利用）

コ ー ス　約８kmコース　埼玉伝統工芸会館（９：３０開会式・出発）→八宮

　　　　　神社（下小川）→西光寺→旧下里分校（昼食）→下里割谷板碑石材

　　　　　採石遺跡→大聖寺→埼玉伝統工芸会館 解散式（１５：４０予定）

用意するもの　ウォーキング可能な服装、弁当、飲み物、雨具、その他必要と

　　　　　思われるもの

募集人員　１０名　参加費用　２００円（埼玉伝統工芸会館入館料）

申　　込　１１月９日（金）までに下記まで電話でお申込みください（参加費

　　　　　は当日集金します）。

主　　催　比企地区文化財振興協議会（村公民館講座「歴史探訪講座２」との

　　　　　合同開催）

そ の 他　雨天の場合は埼玉伝統工芸会館、嵐山史跡の博物館の見学です。

問 合 せ　東秩父村教育委員会事務局 　８２－１２３０

　　 ～１１月は児童虐待防止推進月間です～
   　　　　　   『気づくのは あなたと地域の 心の目』

　児童虐待問題に対する社会的関心の喚起を図るとともに、児童虐待防止対策

への取組を推進するため、平成１６年度から児童虐待防止法が施行された１１

月を「児童虐待防止推進月間」と定められました。

　本村でも、要保護児童の早期発見やその適切な保護を図るため、平成１７年

度に東秩父村要保護児童対策地域協議会を設置し、この問題に対応しています。

児童虐待に関する相談や通告は、住民福祉課（　８２－１２２１）または、児

童相談所「全国共通ダイヤル」（地域の児童相談所につながります）へお寄せ

ください。「全国共通ダイヤル」 　０５７０－０６４－０００

      国民年金保険料控除証明書が送られます
　国民年金保険料は、所得税および住民税の申告において、全額が社会保険料

控除の対象となります。その年の１月１日から１２月３１日までに納付した保

険料が対象です。この「社会保険料控除」をうけるためには、納付したことを

証明する書類の添付が義務付けられています。「社会保険料（国民年金保険料）

控除証明書」が日本年金機構から送付されましたら年末調整や確定申告の際に

ご利用ください（ご家族の国民年金保険料を納付された場合も、ご本人の社会

保険料控除に加えることができますので、ご家族宛に送られた控除証明書を添

付のうえ申告してください）。

１１月に送付される方・・平成２４年１月１日から９月３０日までの間に国民

　　　　　　　　　　　　年金保険料を納付された方

２月に送付される方・・・平成２４年１０月１日から１２月３１日までの間に、

　　　　　　　　　　　　今年初めて国民年金保険料を納付された方

問合せ　住民福祉課 　８２－１２２１

人権・同和問題を考える「県民の集い」
日　時　１２月１日（土）

　　　　午前９時３０分～午後３時

会　場　熊谷会館

　　　　 （熊谷市末広3－9－2）

　　　　※入場無料、事前申込不要

　　　　 （先着順）

内　容　隣保館および教育集会所利用

　　　　者の活動成果発表、講演会等

問合せ　埼玉県県民生活部人権推進課

　　　　　０４８－８３０－２２５８

年金相談会を開催します

日　時　１１月１５日（木）

時　間　午前１０時３０分～午後３時

会　場　東秩父村役場１階　中会議室

　年金相談を受ける際は、事前に電話

で予約が必要です。下記連絡先に「年

金相談の予約をしたい」と申し込んで

ください。予約の方を優先させていた

だきますのでご了承ください。

●予約の際におたずねすること

　お名前・基礎年金番号・電話番号・

相談の内容・ご希望の相談時間（希望

に添えない場合もあります）

　本人以外の方が年金相談等をされる

場合には、「委任状」が必要となります。

　本人確認のため、運転免許証などを

ご準備ください。

予約の連絡先　秩父年金事務所

　            ０４９４－２７－６５５９

個人住民税の特別徴収をしていない
　　　　事業主の皆さまへ

　事業主（給与支払者）の皆さまは、

従業員の方へ毎月支払う給与から個人

住民税（個人市町村税・個人県民税）

を差し引き、従業員に代わって市町村

へ納めること（特別徴収）が法律で義

務付けられています。人員不足や義務

の増加を理由に特別徴収を行わないこ

とは法律で認められていません。ただ

し、一定の場合には認められますので、

個別にお申出ください。また、今年度、

埼玉県の「入札参加資格申請」の提出

書類に、新たに個人住民税の実施状況

を確認できる書類が追加されました。

　特別徴収への切替手続き等について

は下記までお問合せください。

問合せ　

税務課特別徴収担当 　82－1224

秩父県税事務所    0494-23-2110

　　　　　　　「子どもを虐待から守るための５ヵ条」

１．「おかしい」と感じたら迷わず連絡（通告してください）

２．「しつけのつもり」は言い訳（子どもの立場に立って教育しましょう）

３．ひとりで抱え込まない（あなたにできることから即実行しましょう）

４．親の立場より子どもの立場（子どもの事を最優先しましょう）

５．虐待はあなたの周りでも起こりうる（特別なことではありません）



※記事の問い合わせは　総務課82ー1226・82ー1254・税務課82ー1224・住民福祉課82ー1221・保健衛生課82ー1777

納
税
は
便
利
で
安
全
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　　　          １１月の在宅当番医　
◎診療時間：午前9時～午後5時

＊診療科目以外の受診については、他の医療機関を紹介することもあります。
   受診する際には、医療機関に電話連絡をしてください。

心配ごと相談・行政相談
　 合同相談所の開設
　日常生活でお困りの人は、相談所
を開設しますので、おでかけくださ
い。相談は無料で秘密厳守のうえ受
け付けています。
日　時　１１月１６日（金）
　　　　午後１時～３時まで
場　所　役場１階　中会議室
問合せ　社会福祉協議会　 82-1238
　　　　役場総務課　　　 82-1226

農地を農地以外に使用する場合には許可が必要です！

   ３日　瀬川病院（内科・外科）　　　　　　　　　小川町     　 72-0328  

   ４日　福島医院（内科・外科・胃腸科）　　　　　東松山市　　22-8050 

１１日　ほしこどもおとなクリニック　　　　　　　東松山市　　24-0753

（小児科・内科・アレルギー科）

１８日　野崎クリニック（内科・外科・整形外科）　嵐山町　　　61-1810

２３日　峯医院（婦人科・小児科・外科）　　　　　東松山市　　22-0005

２５日　いちごクリニック　　　　　　　　　　　　東松山市　　36-1115

　　　　（内科・小児科・胃腸科・アレルギー科）

               乳  幼  児  健  康  診  査
日　時　１１月２０日（火）
　◎１歳６ヶ月児、２歳６ヶ月児、３歳６ヶ月児：午後１時３０分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～１時４５分受付
　◎３～４ヶ月児、９～１０ヶ月児：午後１時４５分～２時受付  
場　所　保健センター
対象者　３～ ４ヶ月児：平成２４年７月１日～同年８月３１日までの出生児

９～１０ヶ月児：平成２４年１月１日～同年２月２９日までの出生児
１歳６ヶ月児：平成２３年３月１２日～同年５月２０日までの出生児
２歳６ヶ月児：平成２２年３月１２日～同年５月２０日までの出生児
３歳６ヶ月児：平成２１年３月１２日～同年５月２０日までの出生児

持ちもの　３～４ヶ月児・９～１０ヶ月児＝母子手帳、問診票
　　　　　１歳６ヶ月児・２歳６ヶ月児・３歳６ヶ月児＝母子手帳、問診票、
　　　　　普段使っている歯ブラシとコップ
※前回受診できなかった方もお出かけください。
問合せ　保健センター 　８２－１５５７

           防衛省・高等工科学校生徒募集案内
　防衛省では、平成24年度の高等工科学校生徒採用試験を次のとおり実施します。

受付期間  【推薦採用試験】11月1日（木）～12月7日（金）
              【一般採用試験】11月1日（木）～平成25年1月7日（月）
応募資格　平成25年4月1日現在、15歳以上17歳未満（平成8年4月2日から
　　　　　平成10年4月1日までの間に生まれた者）の男子
試 験 場  【推薦採用試験】陸上自衛隊高等工科学校（神奈川県横須賀市御幸浜2－1）
              【一般採用試験】陸上自衛隊大宮駐屯地（さいたま市北区日進町1－40－7）
試験期日  【推薦採用試験】平成25年1月12日（土）
　　　　　　　　　　　　　～1月14日（月）までの間の指定する1日
              【一般採用試験】平成25年1月19日（土）
採　　用　平成25年3月下旬から4月上旬
問合せ・申込み　自衛隊埼玉地方協力本部熊谷地域事務所 　048－522－4855

　　平成２４年分年末調整説明会のお知らせ
　平成２４年分給与所得に係る源泉所得税の年末調整事務および法定調書の記

載方法について、次のとおり説明会を開催します。

 　 開　催　日

１１月２１日（水）

１１月２２日（木）

　 開催時間

午後２時～４時

午後２時～４時

　　 開　　催　　場　　所

皆野町文化会館　大ホール

秩父市歴史文化伝承館　大ホール

ご都合のよい会場にお越しください。　

問合せ　秩父税務署　 ０４９４－２２－４４３３　

※自動音声案内の「２」をお選びください。税務署の担当部門におつなぎします。

村民マラソン大会参加者募集
期　日　１２月１６日（日）

会　場　ふれあい広場

受　付　午前９時～９時３０分

部　別  

小学生・奨励・ファミリーの部（1500ｍ） 

中学生・一般男子の部（3000ｍ）

申　込　奨励・ファミリーの部は当日

まで、小学生・中学生の部は各学校に

お申込ください。

※健康に留意して大会に参加してください。

問合せ　教育委員会　８２－１２３０

寄せ植え教室を開催します
日　時　12月2日（日）午前10時～正午

場　所　やまいち園芸 駐車場（御堂）

内　容　材料一式を用意していただき、植

　　　　え方を指導していただきます。

募集人数　村内在住または在勤の方15名

参加費　1,000円（ひと鉢分の材料費）

講　師　栗島 正道 氏

持ち物　ビニール手袋

申込み　11月22日（木）までに下記ま

            で参加費を添えてお申込くだ

　　　　さい。

問合せ　教育委員会事務局　82－1230

いま「協同」が創る２０１２全国集会
      人間復興のコミュニティを
     ～働く・暮らす・つながる命～
日　時　全体会：11月17日（土）

　　　　正午～午後5時40分

　　　　分科会：11月18日（日）

　　　　午前10時～午後3時30分

場　所　大宮ソニックシティ 他

参加費　2,000円（学生・障がい者は半額）

問合せ　いま「協同」が創る2012

　　　　全国集会実行委員会事務局 

　　　　　 ０４８－８４４－００８４



世帯と人口

※世帯と人口は10月１日現在、

その他は９月中のうごきです。

土木工事等のお知らせ

世　 帯　 １，１１７

人　 口　 ３，３２１

　男　     １，６５５

　女        １，６６６

９月中の人口動態

転 入   ８     転 出   ９　

出 生　１     死 亡   ２

問合せ　産業建設課　 ８２－１２２２

　現在、村内で発注されている道路工事等です。ご迷惑を

お掛けいたしますが、ご理解ご協力をお願いいたします。

県発注工事
・社会資本整備総合交付金（砂防）工事

　　　　　　　　　（用地測量業務委託）【坂本地内】

・社会資本整備総合交付金（改築）工事

　　　　　　　　　　（坂本工区その４）【坂本地内】

・舗装指定修繕工事【大内沢地内】

・荻殿山村生活安全対策工事【白石地内】

村発注工事等
・村道１－１号（菖蒲沢）線側溝修繕工事【御堂地内】

・村道２０５７号（天狗岩）線路肩修繕工事

　　　　　　　　　　　　　　　　　　【大内沢地内】

・半場線道路改築設計業務委託【御堂地内】

・東秩父村橋梁長寿命化修繕計画策定業務委託【全域】

秋の全国交通安全運動
街頭活動が行われました
　９月２１日、安

戸バイパスにおい

て、秋の全国交通

安全運動の街頭活

動が行われました。

　街頭活動では、

小川警察署の主催

により東秩父村、

小川地方交通安全協会東秩父支部、東秩父村交通指導隊、

東秩父村交通安全母の会の皆さんが中心となって、啓発

資料の配布と安全運転の呼びかけが行われました。

　秋は行楽シーズンで交通量が増加します。皆さんも心

にゆとりを持ち、交通事故に遭わないよう、また起こさ

ないよう十分注意しましょう。

稲刈りを体験　～東西小学校５年生～

「初心者ヨガ教室」を開催しました 
　９月から１０月にかけて、全４回、保健センターにお
いて「初心者ヨガ教室」を公民館および保健センター共
同主催で開催しました。延べ１０９名の参加者が講師の
新島登美子さんの指導のもと、ヨガの基本ポーズを体験
しました。
　また、「朝と夕方の短い時間を利用し、続けることで
筋肉が鍛えられ、転ばない身体がつくられます。」と、
生活の中への取り入れ　
方や体のゆがみの修正
の仕方などの指導もし
ていただきました。
　合計４回の講座でし
たが、体が温かくなり
肩こりが和らいだ方も
いて、充実した講座と
なったようです。

げんきいっぱい！！

　城山保育園運動会
～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～

　９月２９日、秋晴
れの下、城山保育園
で運動会が開催され
ました。
　園児たちは遊戯や
玉入れ、紅白リレーなどに参加し、元気いっぱいに、
それぞれの演技に一生懸命取り組んでいました。
　また、子育て支援センターの子どもたちも参加し、
にぎやかな運動会となりました。
　運動会には、お父さんやお母さんだけでなく、お
じいちゃんやおばあちゃんも応援にかけつけ、充実
した楽しい１日を過ごしました。

　９月２０日、みどりの学校ファーム推進事業の一環と
して、御堂地内で東西小学５年生の児童が稲刈り体験を
行いました。
　学校応援コーディネーター関根　義さん（御堂）にご
指導いただき、普段使い慣れない鎌を上手に使いながら
　　　　　　　　　　　　　　　　稲を刈っていき、み
　　　　　　　　　　　　　　　　るみるうちに稲刈り
　　　　　　　　　　　　　　　　が終了しました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　子どもたちは積極
　　　　　　　　　　　　　　　　的に東西小学校の交
　　　　　　　　　　　　　　　　流を図り、友だち同
　　　　　　　　　　　　　　　　士で協力しながらた
　　　　　　　　　　　　　　　　くさんの稲を収穫す
　　　　　　　　　　　　　　　　ることができました。
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